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５月27日（金）に天川村山村開発センター大ホー
ルにおいて、本村と市民交流を行なっている枚方市
との間で、交流グラウンドゴルフ大会が開催されま
した。
枚方市とは、平成11年７月15日に七夕伝説を共有

するまちとして、市民交流宣言を行ない、今回はそ
の一環として、互いの老人クラブ連合会の会員のみ
なさんがグラウンドゴルフを通じて交流し、親睦を
深めました。

当日は、あいにくの雨となり、健民グラウンドが使用できないため屋内での開催となりましたが、
変則的な16ホールのコースをみなさん真剣にプレー
され、ホールインワンが続出しました。
村では、今後もこういう場を通して、枚方市と更

なる交流を続けていきたいと考えています。

尚、上位入賞者は、下記のとおりでした。

優　勝　　スコアー２６　　枚方市　鈴山　容子さん

準優勝　　スコアー２７　　天川村　片岡　洋子さん

第３位　　スコアー２８　　天川村　林谷　勝征さん

第４位　　スコアー２８　　天川村　平上ヤス子さん

第５位　　スコアー２９　　枚方市　塙　　ヨネさん
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第１回枚方市・天川村交流グラウンドゴルフ大会開催！
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６月５日（日）、かしはら万葉ホールにおいて奈良県青少年指導員連絡協議会総会が開催され、本
村の青少年指導員、中山三智弘氏（洞川）、石崎豊弥氏（籠山）が参加されました。

2010年度事業報告・収支決算報告・監査報告、2011年度事業計画案・予算案について協議が行な
われました。その後、生駒市青少年指導員連絡協議会と五條市青少年指導員連絡協議会による実践
報告の研修をうけました。ブロック別ミーティングでは、吉野郡の町村が集まり、青少年指導に対
する取組み、地域の現状や地域の抱える課題などの意見交換が行われました。

〔定時登録〕（平成23年6月2日）

選挙人名簿の登録について

奈良県青少年指導員連絡協議会総会に参加！

男 女 合　　計

23.4.18の選挙人名簿登録者数(天川村長選挙　選挙時登録） 722 829 1,551

名簿抹消者数 5 6 11

名簿登録者数 1 0 1

23.6.2の選挙人名簿登録者数 718 823 1,541

（順不同・敬称略）

【申込み・問合せ先】〒638-0431 奈良県吉野郡天川村洞川784-32 洞川エコミュージアムセンター
10747-64-0999 50747-64-0888〈E-mail〉eco@vill.tenkawa.lg.jp

※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 洞川エコミュージアムセンター 

源流天川村では、蛍はこの時期。真っ暗体験そして、さらに林道を進むと？
天気しだいではいろいろ見えます！？　ほとんど車移動。お子様から可（※少雨決行）

【講　　師】天川を学ぶ会会長　大西房次氏
【集合場所】天川村役場駐車場（役場から送迎） 【定　　員】30人
【持 ち 物】水筒・懐中電灯等　　　　　　　　　　　【参 加 費】1,500円（幼小中学生半額）

谷先生のおもしろいお話で、楽しく川の生き物や環境について身近に感じてみよう！
源流の冷たさや珍しい水生昆虫発見！（センター前の川原＝幼小中学生を中心に）

（※少雨決行　ただし、大雨後は中止）
【講　　師】淡水生物研究所理事　谷　幸三先生　　　 【集合場所】洞川エコミュージアムセンター
【定　　員】60人　　　　　　　　　　　　　　　　　【参 加 費】1,500円（幼小中学生半額）
【持 ち 物】水筒・帽子・タオル・雨具・川に入れる服装・ぬれてもよいサンダル等

天上の国　源流の「蛍」など
天川村スペシャルナイトツアー③

親子で挑戦！
川の生き物見てみよう、調べてみよう！④

7月9日（土）19：00～22：00

7月31日（日）13：00～16：30
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7月は、「差別をなくす強調月間」と定め、県下全域で部落差別をはじめ、あらゆる差別の撤廃に

向けた運動が展開されます。

天川村では、来る7月15日（金）午後１時30分から山村開発センター大ホールにおいて、差別

をなくす村民集会を開催いたします。

今回は、財団法人「反差別・人権研究所みえ」主任研究員の松村元樹さんを講師にお招きし、

「インターネットと人権」と題して、最近のネット上でのひぼう・中傷などの事例を参考に人権に

ついての講演を行います。

村民の皆様のご参加をお待ちしております。

なお、送迎バスを下記の時刻表により運行しますので、ご利用ください。

1981（昭和56）年生まれ、三重県伊賀市出身
2004年4月から9月まで旧伊賀町職員として、いがまち人権センターに勤務し、10月に退職。
退職後、現在の、「財団法人　反差別・人権研究所みえ」の事務・研究員として勤務している。
研究所では、講座の担当や調査業務などを担当し、インターネット上の人権問題などの講
演活動にも取り組んでいる。
職場以外の活動として

・伊賀解放創生塾　事務局
・住民自治柘植（つげ）地域まちづくり協議会　事務局
・柘植（つげ）地域人権啓発実行委員会　事務局
・いがまち同和教育研究会　理事
・就学前の学力保障実行委員会　実行委員長
・2006年　三重県人権施策審議会　外部委員

松村主任研究員のプロフィール

差別をなくす村民集会開催のお知らせ
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今月のうさちゃんくらぶは、下記の内容で開催します。みなさんふるってご参加ください☆
お子さま同士の遊び場に、また保護者の方の交流の場に、皆さまのお越しをお待ちしております

※参加対象・・・生後4ヶ月～幼稚園入園前までの親子
※持 ち 物・・・タオル・お茶・お弁当・バス料金等

（詳しくは、後日郵送しますご案内をご確認ください）
※送迎を希望される方は、前日までにご連絡ください。

乳がんの個別検診を実施します。今まで乳がん検診を受けたことがない方、乳房に心配のある方、特に
これまでの検診で「経過観察」や「要精密検査」などの判定の方は、積極的に受診くださいますよう、お
願い致します。受診を希望される人は下記までお申込み下さい。
○受　診　対　象 ：　天川村に住民票をおく、40歳以上の女性

※受診回数は2年に１度とされています。昨年受診された方は今年度受けることが
できません。

○受　診　病　院 ：　町立大淀病院（個人で予約しての受診となります。）
○個 人 負 担 金 ：　1,500円
○申 込 み 方 法 ：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。受診券を発行します。
○申込み受付期間 ：　平成23年12月28日まで
また、日ごろの自己検診が乳がんの早期発見にはとても重要です。正しい方法を理解し、日ごろから実

施するよう心がけてください。
※　自己検診の方法についてのパンフレットをご希望の方は下記までご連絡ください　※

例年6月頃に検診バスによる子宮がん検診（集団）を実施しておりますが、１日での検診実施のため受診
できなかった方を対象に直接医療機関で検診を受けていただく個別検診を実施いたします。6月の子宮がん
検診（集団）に、体調不良などで受診できなかった人もこの機会にぜひ受診ください。詳しくは、下記ま
でお問い合わせください。
○受　診　対　象 ：　天川村に住民票をおく、20歳以上の女性。
○受　診　病　院 ：　奈良県下で子宮がん（婦人科）検診を実施している医療機関

（個人で予約しての受診となります。）
○個　人　負　担 ：　2,000円
○申 込 み 方 法 ：　ほほえみポート天川窓口へお越し下さい。

受診券を発行します。
○申込み受付期間 ：　平成23年12月28日まで
下記の生年月日に当てはまる方は平成23年度の個人負担が無料となります。
この機会に是非受診して下さい。

保 健 事 業
の お 知 ら せ

乳がん個別検診のご案内

子宮がん個別検診のご案内

うさちゃんくらぶのご案内

乳がん検診
40歳　昭和45年４月２日～昭和46年４月１日
45歳　昭和40年４月２日～昭和41年４月１日
50歳　昭和35年４月２日～昭和36年４月１日
55歳　昭和30年４月２日～昭和31年４月１日
60歳　昭和25年４月２日～昭和26年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成 2年４月２日～平成 3年４月１日
25歳　昭和60年４月２日～昭和61年４月１日
30歳　昭和55年４月２日～昭和56年４月１日
35歳　昭和50年４月２日～昭和51年４月１日
40歳　昭和45年４月２日～昭和46年４月１日

日　程 時　間 内　　容 申込み

７月７日（木） 11：00～14：00頃 バスに乗って遊びに行こう！ 不要



7

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

日 曜日

1 金 休　　　　診 燃焼

2 土 閉　　　　館　　　　日

3 日 閉　　　　館　　　　日

4 月 診　　察 診　　察 燃焼

5 火 検 査 日 資源１

6 水 診　　察 診　　察 粗大

7 木 休　　診 診察（西尾医師） うさちゃんくらぶ 不燃

8 金 診　　察 診　　察 燃焼

9 土 閉　　　　館　　　　日

10 日 閉　　　　館　　　　日

11 月 診　　察 診　　察 胃がん検診 燃焼

12 火 診　　察 検 査 日 胃がん検診 資源１

13 水 診　　察 診　　察 胃がん検診・歯科健診 粗大

14 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

15 金 診　　察 診　　察 燃焼

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 7月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 7月の予定表
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日 曜日

16 土 閉　　　　館　　　　日

17 日 閉　　　　館　　　　日

18 月 閉　　　　館　　　　日（海の日）

19 火 診　　察 検 査 日 燃焼

20 水 診　　察 診　　察 不燃

21 木 休　　　　診 予防接種（日本脳炎） 資源１

22 金 診　　察 診　　察 燃焼

23 土 閉　　　　館　　　　日

24 日 閉　　　　館　　　　日

25 月 診　　察 診　　察 燃焼

26 火 診　　察 検 査 日 資源１

27 水 診　　察 診　　察 粗大

28 木 休　　診 診察（西尾医師） 資源２

29 金 診　　察 診　　察 燃焼

30 土 閉　　　　館　　　　日

31 日 閉　　　　館　　　　日

午　前
（受付 午前8：30

～11：00）

午　後
（受付 午後1：30

～3：30）
（木曜日のみ午後2：00～3：30）

ほほえみポート天川

保 　 健 　 事 　 業

ご
み
収
集

国　保　診　療　所

見える所に貼り、ご活用下さい。

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 7月の予定表

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集 7月の予定表
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熱中症が発生は7～8月がピークになります。熱中症は、屋外やスポーツ中だけに起こるわけではありま
せん。屋内でも温度、湿度が高い場合には発症することがあります。特に高齢者は熱中症にかかりやすい
傾向がありますので、十分注意して下さい。
＊熱中症とは・・・
○高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機能がうまく働かないこと
により、体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の発汗、さらには吐き気や倦怠感などの症状が現れ、重症
になると意識障害などが起こります。
○気温が高い、湿度が高いなどの環境条件と、体調が良くない、暑さに体がまだ慣れていないなどの個
人の体調による影響とが組み合わさることにより、熱中症の発生が高まります。
○屋外で活動しているときだけでなく、就寝中など室内で熱中症を発症し、救急搬送されたり、不幸に
も亡くなられたりする事例が報告されています。

＊熱中症の予防方法
熱中症の予防には「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です！
熱中症はちょっとした注意で防ぐことができます！
①体調を整える。
→睡眠不足等で体調の悪い時は、暑い日中の外出や運動は控えましょう。
暑さの感じ方は人によって異なります。自分の体調の変化に気をつけましょう。

②服装に注意。
→通気性の良い・吸湿・速乾の衣服を着用し、外出時には帽子や日傘を使用しましょう。
③こまめに水分補給。
→「のどが乾いた」と感じたときは、すでにかなりの水分不足になっていることが多いものです。の
どの渇きを感じていなくても定期的に少しずつ水分を補給しましょう。

④年齢も考慮に入れて。
→子供や高齢者は熱中症にかかりやすいので、特に予防を心がけましょう。

＊熱中症を疑ったときは・・・
熱中症を疑ったときには緊急事態であることを認識し、自力で水が飲めない・意識がない等重症の場合

はすぐに救急車を要請しましょう！
①涼しい場所へ避難させる。
②衣服をゆるめて、身体を冷やす。
③水分・塩分を補給する。

今年は節電対策が重要ですが、決して無理な節電はせず、適度に扇風機やエアコンを使用するようにし
ましょう。一人ひとりが、熱中症予防の正しい知識をもち、自分の体調の変化に気をつけるとともに、周
囲の人にも気を配り、予防を呼びかけ合って、熱中症を防ぎましょう！

近年の麻疹の流行をうけて予防接種法が改正され、麻疹の予防接種は、麻疹風疹混合ワクチンによる2回
接種となりました。そこで平成20年度から平成24年度末まで、高校3年生にあたる年
齢の人を対象に麻疹風疹混合予防接種第4期として予防接種が実施される事になりま
した。対象者の方には別途ご案内させていただきます。この機会に必ず接種いただき
ますようお願いします。お手元に届きます通知をご確認の上、ご希望の接種日をご予
約下さい。ワクチン等の準備の都合上、予約のない方は受けていただくことができま
せんので、ご了承くださいますようお願いいたします。

熱中症にご注意を！

高校３年生のみなさん、麻疹風疹混合予防接種（ＭＲ）をうけましょう！

検診や教室等の内容や申込み方法、その他、疑問な点やご不明な点につきましては、
ほほえみポート天川　保健師までお問い合わせ下さい。 連絡先　163－9110
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平
成
二
十
三
年
第
二
回
天
川
村
議
会
定

例
会
が
、
六
月
十
日
に
召
集
さ
れ
開
会
し

ま
し
た
。
会
期
に
つ
い
て
は
六
月
十
七
日

ま
で
の
八
日
間
と
定
め
、
原
案
の
と
お
り

承
認
、
可
決
、
同
意
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◇
天
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
恒
久
的

措
置
と
す
る
た
め
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇
天
川
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国

民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
所
要
の
改
正

を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◇
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
時
限
的
に
半
額
支
給
と
し
て
い
た
、
村

長
、
副
村
長
の
給
料
月
額
を
全
額
支
給

承
認
事
項

と
す
る
た
め
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

◇
天
川
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

▽
東
日
本
大
震
災
へ
の
税
法
上
の
対
応
を

行
う
た
め
所
要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

〜
予
算
に
つ
い
て
〜
　

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
五
号
）
の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
五
二，

四
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
二，

四
八
八，

二
三
四
千
円
と
し
た

も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

四
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

▽
一
六，

六
二
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
二
五
七，

〇
八
九
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
一，

五
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

一，

二
一
二
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
洞
川
簡
易
水

道
事
業
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

▽
三
一，
三
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、総
額
を

六
三，
六
四
四
千
円
と
し
た
も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
二
八，

三
〇
〇
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
一
四
四，

二
三
四
千
円
と
し
た
も
の

で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
中
央
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

▽
一
一，

九
〇
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
五
五，

二
三
一
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

◇
平
成
二
十
三
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）
の
専
決
処
分
の
承

認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
三，

六
一
七
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

二，

〇
九
二，

五
六
〇
千
円
と
し
た
も

の
で
す
。

〜
契
約
の
変
更
〜

◇
弥
仙
橋
橋
梁
架
設
下
部
工
（
Ａ
一
）
工

事
に
か
か
る
請
負
契
約
の
変
更
の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◇
弥
仙
橋
橋
梁
架
設
下
部
工
（
Ａ
二
）
工

事
に
か
か
る
請
負
契
約
の
変
更
の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

◇
弥
仙
橋
橋
梁
架
設
下
部
工
（
Ｐ
一
）
工

事
に
か
か
る
請
負
契
約
の
変
更
の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
工
期
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い

て
▽
二
十
二
年
度
に
繰
越
し
た
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
ご
と
に
繰
越
計
算
書
に
よ
り

報
告
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

報
告
事
項

〜
条
例
に
つ
い
て
〜

◇
天
川
村
母
子
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
助
成
対
象
を
父
子
家
庭
に
拡
充
す
る
た

め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

〜
予
算
に
つ
い
て
〜

◇
平
成
二
十
三
年
度
天
川
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

▽
一
三，

五
一
八
千
円
を
増
額
し
、
総
額

を
二，

一
〇
六，

〇
七
八
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）
に
つ
い
て

▽
六
五
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
二
六
九，

七
五
六
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
二
十
二
年
度
天
川
村
分
収
造
林
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に

つ
い
て

▽
三，

七
五
〇
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を

八，

七
五
〇
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

〜
そ
の
他
〜

◇
辺
地
の
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

▽
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年

度
ま
で
の
五
年
間
で
事
業
を
実
施
す
る

に
当
た
り
、
既
定
の
計
画
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
天
川
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

▽
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年

度
ま
で
の
六
年
間
で
事
業
を
実
施
す
る

に
当
た
り
、
既
定
の
計
画
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

可
決
事
項

平
成
二
十
三
年
第
二
回
定
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り
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◇
天
川
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

▽
天
川
村
大
字
南
日
裏
一
六
八
番
地
　
奥

田
豊
文
氏
を
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
に
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
が

さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
（
十
七
日
）
に
一
般
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

◇
弓
場
議
員
の
質
問

▽
現
在
、
国
に
お
い
て
は
、
雇
用
政
策
、

新
成
長
戦
略
が
検
討
さ
れ
実
施
に
移
さ

れ
始
め
て
い
る
。
森
林
・
林
業
再
生
プ

ラ
ン
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
森
林

管
理
の
枠
組
み
を
国
の
経
済
再
生
に
向

け
て
の
取
組
を
有
力
な
一
環
と
位
置
づ

け
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
森
林
整
備
を

推
進
す
る
た
め
間
伐
促
進
法
や
、
公
共

建
築
物
へ
の
国
産
材
利
用
を
進
め
る
法

律
制
定
を
推
進
・
実
施
し
て
き
て
い
る
。

国
や
県
か
ら
補
助
金
を
頂
き
、
今
日

ま
で
間
伐
事
業
を
実
施
し
て
き
た
訳
で

す
が
、
切
り
捨
て
間
伐
が
平
成
二
十
二

年
度
で
終
了
し
、
今
後
の
間
伐
事
業
補

助
に
つ
い
て
は
、
搬
出
を
前
提
と
し
た

路
網
整
備
な
ど
が
必
須
用
件
と
な
り
、

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
は
、
搬
出
間
伐

の
み
が
、
補
助
事
業
の
対
象
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る

と
、
天
川
村
の
小
規
模
な
山
林
所
有
者

は
、
森
林
整
備
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

森
林
が
健
全
な
状
況
で
維
持
さ
れ
な

一
般
質
問

同
意
事
項

け
れ
ば
、
水
資
源
涵
養
や
土
砂
防
備
な

ど
公
益
的
機
能
が
果
た
せ
な
く
な
る
。

林
野
面
積
が
約
九
八
％
を
占
め
、
ま
た
、

そ
の
内
の
六
十
％
が
人
口
林
で
あ
り
天

川
村
に
お
い
て
も
重
要
な
問
題
で
あ
ろ

う
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、「
天
の
国
、

木
の
国
、
川
の
国
」
を
標
榜
す
る
天
川

村
と
し
て
い
か
が
な
も
の
か
？

そ
こ
で
、
提
案
で
す
が
、
小
規
模
の

山
林
所
有
が
森
林
整
備
を
行
え
る
よ
う

村
単
独
事
業
と
し
て
補
助
制
度
な
ど
を

創
設
す
る
こ
と
を
望
み
ま
す
が
、
村
長

の
ご
見
解
を
お
伺
い
し
た
い
。

◇
村
長
答
弁

▽
本
年
度
か
ら
国
の
林
業
施
策
が
大
幅
に

改
正
さ
れ
、
間
伐
の
補
助
金
に
つ
い
て

は
基
本
的
に
搬
出
が
条
件
に
な
っ
て
お

り
、
本
村
の
よ
う
な
木
材
の
搬
出
経
費

が
か
さ
む
地
域
で
は
補
助
対
象
で
あ
る

搬
出
間
伐
事
業
で
す
ら
進
み
に
く
く
な

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
も

ご
承
知
の
と
お
り
山
林
に
は
木
材
の
資

産
価
値
の
他
に
、
土
砂
流
出
を
抑
え
た

り
、
水
を
蓄
え
た
り
す
る
「
公
益
的
機

能
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
人
工
林
で

こ
の
機
能
を
維
持
さ
せ
る
と
な
る
と
、

人
の
手
で
定
期
的
に
間
伐
を
実
施
す
る

し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
以
上
の
事

を
踏
ま
え
、
私
と
し
ま
し
て
は
人
工
林

の
公
益
的
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
村
単
独
事
業
も
含
め
本
村
に

ふ
さ
わ
し
い
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◇
銭
谷
議
員
の
質
問

▽
防
災
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

今
後
三
十
年
以
内
に
八
十
パ
ー
セ
ン
ト

の
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

東
海
、
東
南
海
、
南
海
地
震
が
発
生
し
、

村
内
に
、
道
路
の
寸
断
、
山
崩
れ
等
に

よ
る
地
域
の
孤
立
、
救
助
体
制
や
避
難

場
所
、
避
難
経
路
の
確
保
等
天
川
村
の

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
村
長
の
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
緊
急
時
の
食
料
、
水
、
そ
の

他
必
要
な
物
資
の
備
蓄
が
十
分
確
保
さ

れ
て
い
る
か
併
せ
て
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

▽
玉
井
議
員
、
小
屋
議
員
、
辻
議
員
か
ら

関
連
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
村
長
答
弁

▽
議
員
お
話
の
と
お
り
、
東
南
海
・
南
海

地
震
等
の
大
規
模
災
害
が
今
世
紀
前
半

に
も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
た
び
の
大
震
災
に
よ
る
壊

滅
的
な
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ

と
で
、
本
村
に
お
い
て
も
、
過
去
に
例

の
な
い
大
規
模
災
害
が
起
こ
り
う
る
こ

と
も
充
分
に
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
平
成
十
三
年
に

策
定
さ
れ
た
「
天
川
村
地
域
防
災
計
画
」

は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
に
一
度
修
正

が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
避
難
計

画
、
食
糧
、
生
活
必
需
品
の
供
給
計
画
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の
応
急
対
策
な

ど
、
区
長
、
消
防
団
は
も
と
よ
り
、
吉

野
土
木
、
陸
上
自
衛
隊
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど

の
関
係
機
関
と
の
協
議
の
上
、
実
態
に

即
し
た
さ
ら
な
る
見
直
し
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
面
に
つ
き
ま
し
て
も
、

避
難
場
所
が
住
民
の
生
命
、
身
体
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
拠
点
と

な
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
に
地
区
集
会

所
十
二
箇
所
と
両
中
学
校
体
育
館
の
耐

震
補
強
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
他
の
施
設
に
つ
い
て
も
複
数
年

か
け
順
次
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
り

ま
す
。

お
尋
ね
の
備
蓄
品
の
確
保
に
つ
き
ま

し
て
は
、
毎
年
十
万
円
程
度
の
ア
ル
フ

ァ
米
な
ど
非
常
食
の
購
入
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
ま

で
は
考
え
て
い
な
い
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

主
要
な
場
所
に
「
備
蓄
コ
ン
テ
ナ
」

を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
も
含
め
、
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
奥
田
議
員
の
質
問

▽
森
本
村
長
が
四
月
二
十
四
日
に
就
任
さ

れ
て
か
ら
、
本
日
で
約
二
ヶ
月
近
く
に

な
り
ま
す
。
就
任
以
来
、
今
日
ま
で
山

積
す
る
問
題
に
つ
い
て
色
々
ご
苦
労
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
六

月
定
例
会
の
村
長
提
出
議
案
の
村
政
に

対
す
る
所
信
や
、「
広
報
て
ん
か
わ
」

新
村
長
就
任
ご
挨
拶
、
ま
た
、
村
長
選

挙
の
立
候
補
の
ご
挨
拶
に
あ
り
ま
す
事

柄
、
施
政
方
針
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。
ま
ず
、
一
番
目
と
し
て
村
政
の
安

定
と
信
用
、
信
頼
の
回
復
に
向
け
て
の

取
組
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

四
十
有
余
年
の
永
き
に
亘
る
行
政
マ

ン
経
験
を
活
か
し
て
、
全
力
で
と
り
く

ん
で
ま
い
り
ま
す
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
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具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

▽
銭
谷
議
員
か
ら
関
連
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
村
長
答
弁

▽
村
政
の
安
定
と
信
用
・
信
頼
の
回
復
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

「
村
長
が
辞
職
さ
れ
る
ら
し
い
」

「
天
川
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」

「
こ
れ
か
ら
天
川
村
は
ど
う
な
っ
て
い

く
の
だ
ろ
う
」

「
村
政
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
な
い
の

で
は
な
い
か
」

「
村
長
さ
ん
と
職
員
の
会
話
が
な
い
ら

し
い
」

「
職
員
さ
ん
も
や
る
気
の
な
い
子
や
、

勝
手
気
ま
ま
に
や
っ
て
い
る
子
も
居
る

ら
し
い
」

等
々
、
い
ろ
ん
な
噂
が
流
れ
る
中
、
村

長
が
辞
職
さ
れ
た
わ
け
で
す
が

「
村
政
を
預
か
る
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ

う
な
状
況
で
は
？
」

「
早
く
村
民
の
不
安
を
解
消
し
、
村
政

を
安
定
さ
せ
な
け
れ
ば
」

と
の
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。
執
務
に
つ

か
せ
て
も
ら
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、
そ

れ
は
ど
の
職
員
と
い
わ
ず
皆
一
生
懸
命

に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
事
で
あ
り
ま

す
。
職
場
の
雰
囲
気
も
私
だ
け
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

今
ま
で
天
川
を
誇
り
に
思
っ
て
、
い
ろ

ん
な
人
に
話
を
し
て
き
た
が
、

「
か
っ
こ
悪
く
て
天
川
と
い
う
名
前
も

出
し
づ
ら
く
な
っ
た
」

「
天
川
っ
て
怖
い
所
や
な
ー
」
等
々
の

話
を
「
村
外
の
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
」

と
い
う
話
を
し
て
く
れ
る
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

「
少
な
か
ら
ず
信
用
・
信
頼
が
損
な
わ

れ
た
の
で
は
？
」
と
の
思
い
で
は
あ
り

ま
す
が
、
村
政
の
安
定
も
含
め
、
一
朝

一
夕
に
結
果
を
出
せ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

職
員
と
も
ど
も
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
い
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
議
員
皆
様
の
ご
協
力
を
是
非
お
願

い
致
し
ま
す
。

◇
奥
田
議
員
の
質
問

▽
私
た
ち
も
、
二
期
目
の
村
会
に
立
候
補

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
車
谷
村
長
、
柿

坂
村
長
、
森
本
村
長
と
こ
の
二
年
半
で

三
人
の
村
長
が
代
わ
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。
村
長
の
答
弁
に
も
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
短
い
期
間
で
村
長
が
交
代
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
村
政
の
安
定
、
ま
た
信

用
、
信
頼
に
つ
い
て
も
影
響
が
あ
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
四
年
間
、
あ

る
い
は
八
年
間
と
腰
を
据
え
た
考
え
に

立
っ
て
村
政
の
運
営
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

次
に
、
安
全
で
安
心
の
で
き
る
癒
し

の
村
づ
く
り
に
向
け
て
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
取
組
を
考
え
て
い
る
の
か

お
聞
か
せ
下
さ
い
。
環
境
に
配
慮
し
た

間
伐
や
枝
打
ち
等
の
森
林
整
備
と
自
然

と
歴
史
文
化
を
活
か
し
た
滞
在
型
の
観

光
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
国
・
県
の
補
助
金
が
な
く
な
っ

て
い
く
中
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え

て
い
ま
す
か
。
特
に
癒
し
の
村
づ
く
り

と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
描
か

れ
て
い
ま
す
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

◇
村
長
答
弁

▽
安
全
で
安
心
で
き
る
癒
し
の
村
づ
く
り

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
森
林
整
備
の

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
期
間
も
経
費

も
要
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
弓
場

議
員
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
し
た
と
お

り
、
公
益
的
機
能
の
維
持
に
む
け
予
算

の
許
す
範
囲
で
実
施
し
て
い
き
た
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
生
活
の
基
盤
で

あ
る
主
要
道
の
改
良
整
備
促
進
に
つ
き

ま
し
て
も
、
議
員
皆
様
方
と
共
に
県
や

国
に
対
し
要
望
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
癒
し
の
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
天
川
に
住
ん
で

い
る
私
た
ち
に
は
何
も
感
じ
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
訪
れ
て
く
れ
る
多
く

の
方
か
ら
、「
天
川
に
は
気
が
あ
る
」

と
か
「
天
川
に
来
た
ら
癒
さ
れ
る
」
と

い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

天
川
の
自
然
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
人
か
ら
受
け

継
い
だ
資
源
を
壊
す
こ
と
な
く
、
ま
た

歴
史
や
文
化
を
活
か
し
て
一
人
で
も
多

く
の
方
に
、
泊
ま
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
観
光
を
目
指
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
等
に

努
め
て
い
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
奥
田
議
員
の
質
問

▽
天
川
村
に
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
大
峯
奥
駈
道
」、
ま
た
、「
天
河
大
辯

財
天
社
」
や
「
龍
泉
寺
」
な
ど
に
訪
れ

る
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
村
全
体
の

こ
と
も
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
、
高
齢
者
や

障
害
者
を
地
域
で
助
け
合
い
、
支
え
あ

う
村
づ
く
り
に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。
村
の
高
齢
化
率
が
、
四
十
四
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
と
き
わ
め
て
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
地
域
の
中
で
お
互
い
が
助
け

合
い
、
支
え
合
わ
な
け
れ
ば
生
活
し
て

い
け
な
い
状
況
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
さ
え
困
難
な
地
域
も

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
早
急
な
対
策

が
、
是
非
と
も
必
要
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

◇
村
長
答
弁

▽
高
齢
者
や
障
害
者
を
地
域
で
、
助
け
合

い
支
え
合
う
村
づ
く
り
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
奥
田
議
員
の
ご
質
問
の
と
お
り
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
夫
婦
の

家
庭
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

「
地
域
で
助
け
合
う
、
支
え
合
う
そ
ん

な
優
し
さ
や
温
も
り
の
あ
る
村
づ
く

り
」
を
と
申
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

地
域
に
高
齢
者
が
多
く
、
自
分
の
こ
と

を
す
る
の
が
精
一
杯
と
い
う
の
も
現
実

で
、
私
が
申
し
て
き
た
こ
と
と
現
実
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
思
案
に
く
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
と
し
ま
し
て
は
、
四
・
四
半
期
か

三
・
四
半
期
に
高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
、
高
齢
者
夫
婦
の
家
庭
あ
る
い
わ
障

害
者
が
在
宅
し
て
お
ら
れ
る
家
庭
等
を

訪
問
し
現
状
を
把
握
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
是
非
と

も
皆
様
方
に
良
き
ア
イ
デ
ィ
ア
、
ま
た
、

ご
意
見
等
を
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
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難
く
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

◇
奥
田
議
員
の
質
問

▽
只
今
、
村
長
が
答
弁
さ
れ
た
こ
と
と
、

次
の
質
問
が
重
な
り
ま
す
が
、
村
民
の

意
見
や
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
反
映
し
ガ
ラ

ス
張
り
の
行
政
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

◇
村
長
答
弁

▽
皆
様
方
の
ご
意
見
や
、
ア
イ
デ
ィ
ア
等

を
い
た
だ
き
、
全
て
と
は
言
え
な
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
出
来
え
る
限
り
村

政
に
ご
意
見
や
、
ア
イ
デ
ィ
ア
等
を
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

そ
の
こ
と
が
、
行
政
に
関
っ
て
頂
け

る
、
す
な
わ
ち
「
住
民
参
加
の
村
」、

ガ
ラ
ス
張
り
の
行
政
に
繋
が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
奥
田
議
員
の
質
問

▽
村
民
の
声
を
聞
く
場
と
し
て
、
村
民
と

直
接
出
会
っ
て
地
域
別
の
懇
談
会
、
ま

た
、
区
長
会
等
で
意
見
を
拝
聴
す
る
と

い
う
方
法
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

が
、
村
民
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
で
あ
る

議
員
の
意
見
を
ま
ず
聞
い
て
も
ら
っ

て
、
次
に
地
域
事
情
や
高
齢
者
等
に
配

慮
し
た
行
政
懇
談
会
を
開
催
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
村
長
の
お
考
え

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

◇
村
長
答
弁

▽
村
民
の
皆
様
の
意
見
や
考
え
方
を
直
接

聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
議
会
に
ご
相
談

な
り
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
く
思
い
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
奥
田
議
員
の
質
問

▽
住
民
の
意
見
を
聞
く
場
を
、
今
後
、
検

討
し
て
い
た
だ
き
前
向
き
に
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に

つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
一
番
目
と
し
て
、
高
密
度
作
業
路

開
設
事
業
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
の

で
、
村
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。
議
案
審
議
の
合
同
委
員
会
で
も
質

問
し
ま
し
た
が
、
高
密
度
作
業
路
開
設

事
業
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
補
助
金

等
が
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
平
成
二
十

二
年
度
で
こ
の
事
業
が
終
了
し
た
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
昨
年
の
九
月
議
会
の

「
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
案
」
審
議

の
中
で
は
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の

質
問
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
森
林
整

備
、
特
に
出
材
間
伐
は
ど
う
し
て
も
必

要
な
事
業
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
国
・

県
等
へ
の
要
望
と
と
も
に
、
再
度
ご
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
村
長
答
弁

▽
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
お
け
る
高

密
度
作
業
路
開
設
事
業
に
つ
い
て
お
答

え
致
し
ま
す
。
本
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
に
奈
良
県

の
方
針
に
よ
り
「
奈
良
県
木
材
生
産
推

進
事
業
」
と
い
う
新
規
事
業
で
扱
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
事
務
取
扱
に
関
し
ま

し
て
も
事
業
実
施
主
体
か
ら
奈
良
県
に

直
接
申
請
す
る
方
式
に
な
っ
た
た
め
、

本
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
か
ら
削

除
致
し
ま
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
本
村

で
作
業
路
を
開
設
し
て
お
ら
れ
る
の

は
、
い
わ
ゆ
る
大
規
模
山
林
所
有
者
の

方
々
で
あ
り
、
小
規
模
の
山
林
所
有
者

が
共
同
で
開
設
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
村
と
し
ま
し

て
は
、
山
の
資
産
価
値
の
向
上
に
作
業

路
開
設
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
が
、
村
単
独
事
業
で
実
施
す
る
の

は
困
難
な
た
め
、
奈
良
県
に
対
し
て
県

単
独
事
業
で
実
施
で
き
る
よ
う
働
き
か

け
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

◇
奥
田
議
員
の
質
問

▽
前
向
き
に
検
討
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
次
に
簡
易
水
道

未
整
備
地
域
の
整
備
事
業
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。
村
の
長
期
総
合
計
画
の

中
で
計
画
さ
れ
て
い
る
整
備
地
区
の
簡

易
水
道
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
地

域
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
考

え
て
も
早
急
な
対
応
が
必
要
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
ご
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
村
長
答
弁

▽
平
成
二
十
三
年
四
月
現
在
人
口
ベ
ー
ス

で
九
尾
以
西
七
地
区
の
十
六
パ
ー
セ
ン

ト
の
地
域
が
簡
易
水
道
未
普
及
地
域
で

あ
り
、
私
の
提
唱
し
て
お
り
ま
す
安
心

安
全
の
村
づ
く
り
の
観
点
か
ら
す
れ
ば

当
然
そ
れ
ら
の
地
域
へ
の
早
期
整
備
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
施
設
整
備
後
の
維

持
管
理
費
や
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
地

域
の
実
情
か
ら
考
え
慎
重
に
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
和
田
地
域
よ
り
正
式
に
簡
易
水

道
事
業
実
施
の
要
望
が
あ
り
ま
し
て
、

水
源
地
の
件
や
他
地
域
と
の
統
合
水
道

や
設
備
の
検
討
、
ま
た
使
用
料
で
賄
っ

て
い
け
る
か
な
ど
地
域
と
協
議
し
な
が

ら
種
々
検
討
を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
作
業
を
継
続
す

る
こ
と
で
実
際
に
簡
水
事
業
を
実
施
で

き
る
の
か
、
そ
れ
と
も
既
存
の
地
区
水

道
を
補
修
整
備
し
な
が
ら
使
用
し
て
い

く
の
か
答
え
が
出
て
く
る
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
生
活
水
の
安
定
確

保
を
村
政
の
大
き
な
課
題
と
し
て
取
り

組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

◇
小
屋
議
員
の
質
問

▽
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。
防
護
柵
等
の
設
置
補
助
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後

は
人
的
な
支
援
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

村
長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

◇
村
長
答
弁

▽
有
害
鳥
獣
防
護
柵
に
対
す
る
人
的
補
助

に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
一

部
設
置
自
体
大
変
だ
と
い
う
状
況
は
あ

る
と
思
わ
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
補
助
の
公
平
性
と
言
っ
た
観

点
か
ら
補
助
率
の
か
さ
上
げ
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
行
い
本
年
度
よ
り
補
助
率
五
十

パ
ー
セ
ン
ト
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
電
気
柵
を
同
じ
農
地
で
追
加
設
置

す
る
場
合
も
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
尚
、
今
後
も

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
を
柱

に
、
被
害
防
止
の
た
め
の
対
策
人
的
補

助
や
設
置
補
助
金
の
な
ど
を
検
討
し
な

が
ら
、
有
害
鳥
獣
被
害
減
少
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
生
き
が
い
と
楽
し
み
の
あ

る
農
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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高
齢
者
の
便
秘

最
近
、
高
齢
の
方
で
「
昔
と
比
べ
て
、
最

近
す
っ
き
り
と
気
持
ち
よ
く
便
が
出
な
い
」

と
い
う
訴
え
で
来
院
さ
れ
る
方
が
目
立
ち
ま

す
。高

齢
者
の
便
秘
は
「
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ
」

と
い
っ
た
病
気
や
、「
体
の
水
分
不
足
」
等
に

よ
る
も
の
は
別
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
が
「
体

の
機
能
の
基
本
的
な
衰
え
」
が
原
因
で
す
。

排
便
は
肛
門
の
上
の
直
腸
に
便
が
た
ま
り
、

直
腸
が
便
に
よ
り
拡
張
し
、「
便
意
」
が
起
こ

り
、
次
に
直
腸
の
周
囲
に
あ
る
筋
肉
が
「
お

な
か
の
中
の
圧
力
」
を
高
め
、
直
腸
内
の
便

を
体
外
に
し
ぼ
り
出
す
行
為
で
す
。

だ
か
ら
、
便
秘
の
改
善
に
は
食
事
内
容
に

よ
り
便
の
量
を
増
や
す
こ
と
と
、
腸
の
運
動

を
高
め
、
お
な
か
の
圧
力
を
高
め
る
こ
と
が

重
要
と
言
え
ま
す
。

便
の
量
を
増
や
す
た
め
に
は
、
ま
ず
は

「
食
物
繊
維
を
多
く
食
べ
る
」
こ
と
で
す
。

ご
ぼ
う
、
ニ
ン
ジ
ン
、
セ
ロ
リ
な
ど
の
野

菜
、
は
と
麦
、
玄
米
な
ど
の
穀
類
、
サ
ツ
マ

イ
モ
な
ど
の
イ
モ
類
、
大
豆
、
小
豆
等
に
含

ま
れ
る
「
不
溶
性
食
物
繊
維
」
と
海
藻
類
、

こ
ん
に
ゃ
く
、
り
ん
ご
、
リ
ン
ゴ
等
の
果
実
、

コ
コ
ア
に
含
ま
れ
る
「
水
溶
性
食
物
繊
維
」

が
重
要
で
す
。「
乾
物
」
も
「
食
物
繊
維
の
宝

庫
」
で
す
。
ま
た
、
腸
の
中
の
細
菌
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
た
め
に
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
毎

日
摂
取
す
る
事
も
効
果
的
で
す
。

次
に
、
腸
の
運
動
を
高
め
る
た
め
に
は
、

ま
ず
は
毎
朝
起
床
し
た
ら
冷
た
い
水
や
お
茶

を
コ
ッ
プ
に
一
〜
二
杯
飲
用
し
、
胃
や
腸
を

刺
激
し
ま
す
。
便
秘
に
な
れ
ば
、
便
が
よ
り

固
く
な
る
の
で
、
特
に
水
分
を
充
分
取
る
事

が
重
要
で
す
。

ま
た
、
胃
に
食
物
が
入
る
と
、
本
来
は
自

然
に
便
意
が
出
ま
す
の
で
、
必
ず
食
後
は
ト

イ
レ
で
排
便
し
て
み
る
の
も
重
要
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
毎
日
の
散
歩
や
運
動
も
腹
部
の
筋

肉
の
維
持
に
重
要
で
す
。

活
動
的
な
日
常
が
「
活
動
的
な
排
便
」
を

も
た
ら
す
の
で
す
。

奈
良
県
医
師
会

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）
七
月
十
二

日
（
火
）
午
後
二
時
〜
三
時
　
予
約
不
要

▼
整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
整
形
外

科
部
会
）
七
月
十
二
日
（
火
）
午
後
二
時

〜
三
時
　
予
約
必
要

▼
精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談
（
精
神
神
経

科
部
会
）
七
月
二
十
一
日
（
木
）
午
前
九

時
〜
十
時
　
予
約
必
要

▼
内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談
（
内
科
部

会
）
七
月
二
十
七
日
（
水
）
午
後
二
時
〜

三
時
　
予
約
必
要

▼
場
　
所：

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階
　
県

民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室
（
近
鉄
大
和
八
木
駅

か
ら
北
へ
徒
歩
七
分
）

▼
連
絡
先：

〒
六
三
四
―
八
五
〇
二
　
橿
原
市

内
膳
町
五
―
五
―
八
　
奈
良
県
医
師
会
各
主

催
部
会

1
〇
七
四
四
―
二
二
―
八
五
〇
二

◎
募
集
種
目：

一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候

補
生
・
航
空
学
生

◎
受
験
資
格

◆
一
般
曹
候
補
生：

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳

未
満
の
者
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
現

在
）

（
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
六
年

四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

◆
自
衛
官
候
補
生：

十
八
歳
以
上
二
十
七
歳

未
満
の
者
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
現

在
）

（
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
六
年

四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

◆
航
空
学
生：

十
八
歳
以
上
二
十
一
歳
未
満

の
者
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
現
在
）

（
平
成
三
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
六
年
四

月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）

◎
受
付
期
間

◆
一
般
曹
候
補
生：

平
成
二
十
三
年
八
月
一

日
（
月
）
〜
九
月
九
日
（
金
）

◆
自
衛
官
候
補
生：

平
成
二
十
三
年
八
月
一

日
（
月
）
〜
九
月
九
日
（
金
）

◆
航
空
学
生：

平
成
二
十
三
年
八
月
一
日

（
月
）
〜
九
月
九
日
（
金
）

◎
試
験
期
間

◆
一
般
曹
候
補
生：

（
一
次
試
験
）
平
成
二
十
三
年
九
月
十
七
日

（
二
次
試
験
）
平
成
二
十
三
年
十
月
六
日

〜
十
三
日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

◆
自
衛
官
候
補
生：

平
成
二
十
三
年
九
月
十
日

〜
二
十
五
日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

◆
予
備
自
衛
官
補：

（
一
次
試
験
）

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
三
日

（
二
時
試
験
）
平
成
二
十
三
年
十
月
十
五

日
〜
二
十
日
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

詳
し
く
は
、
下
記
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

〒
六
三
七
―
〇
〇
〇
四
　
五
條
市
今
井
五
丁

目
一
―
一
二
　
サ
ン
タ
ウ
ン
二
階

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部
　
五
條
地
域

事
務
所
1
〇
七
四
七
（
二
二
）
三
七
八
九

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日
・
午
前
〇

時
〜
午
前
二
時
の
間
に
「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」

を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
現
在
使
用
さ

れ
て
い
る
「
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
」
で
も
平
成

二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
視
聴
で
き
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
相
談
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先：

1
〇
一
二
〇
―
六
六
七
―
六
四
五

五
月
号
の
二
頁
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
十
三
行
目
】

誤：

四
十
有
余
念
の
永
き
に

正：

四
十
有
余
年
の
永
き
に

訂
正
と
お
詫
び

お し ら せ

自
衛
官
候
補
生
募
集
の
ご
案
内

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
実
施
の

お
知
ら
せ
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I N F O R M A T I NO

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
事
業
主：

建
設
業
を
営
む
方

▼
対
象
と
な
る
労
働
者：

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

▼
掛
金：

日
額
三
一
〇
円

★
特
長：

国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

申
し
込
み
手
続
は
簡
単
で
す
。
経
営
事
項

審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。
掛
金

は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人
は

損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ

れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間

を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続

の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

☆
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の
お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就
労
日
数
に
応

じ
て
適
正
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。

・
「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」
を
所
持
し

て
い
る
労
働
者
が
、
建
設
業
界
を
引
退
す

る
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す

る
よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、
制
度
説

明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の

知
り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
下
さ
い
！

※
詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
支
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

1：

〇
七
四
二
―
二
二
―
三
三
四
五

▼
日
時：

七
月
二
十
一
日
〜
八
月
三
十
一
日

▼
場
所：
吉
野
川
及
び
支
川
の
河
川
敷

▼
概
要：
吉
野
川
は
奈
良
の
大
事
な
資
源
で

す
。
美
し
い
吉
野
川
を
守
る
た
め
、
遊
ん

だ
あ
と
の
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
な
ど
マ
ナ
ー

の
向
上
勧
め
ま
す
。

吉
野
川
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
開
催

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の

お
知
ら
せ

地域福祉ボランティア基金

金、100,000円

洞川　大谷　勝亮 様

（亡妻、珠子様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金

金、200,000円

栃尾　辻井　護 様

（亡父、逸雄様ご供養として）

ありがとうございました

地域福祉ボランティア基金

金、100,000円

洞川　赤井　一清 様

（亡母、トミ子様ご供養として）

ありがとうございました

1 2 3 4



天
川
村
民
憲
章

（
平
成
10
年
１
月
１
日
制
定
）

私
た
ち
は
、
古
い
歴
史
と
大
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
天
川
村
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
す
る
た
め
こ
の
憲
章
を
制
定
し
ま
す
。

誰
も
が
満
天
に
輝
く
星
の
よ
う
に

●
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
き
、
互
い
の
人
権
を
確
か
め
、

共
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ふ
れ
あ
い
、
支
え
あ
い
、
楽
し
み
あ
え
る
福
祉
の
村
に

し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
天
と
地
の
恵
み
で
育
つ
よ
う
に

●
郷
土
の
歴
史
か
ら
古
き
を
学
び
、
新
し
い
文
化
を
創
造

す
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
共
に
学
び
語
り
あ
う
、
生
涯
学
習
の
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

誰
も
が
清
ら
か
で
力
強
さ
の
あ
る
流
れ
の
よ
う
に

●
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
、
働
く
厳
し
さ
の
中
に
も
明
日

へ
の
希
望
と
喜
び
を
感
じ
る
村
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
然
と
共
に
生
き
、
豊
か
で
活
気
み
な
ぎ
る
村
に
し
ま

し
ょ
う
。

村の花
オオヤマレンゲ

村の鳥
コマドリ

村の木
杉

燃焼 35.07トン
前月比 123.53％
前年同月比 103.30％

不燃 4.90トン
前月比 118.07％
前年同月比 93.33％

資源 6.40トン
前月比 91.69％
前年同月比 96.20％

粗大 2.42トン
前月比 174.10％
前年同月比 118.05％

5月のごみ
収集状況

幼 稚 園 だ よ り 幼 稚 園 だ よ り 

発
行
／
天
川
村
役
場

〒
638 -0392

奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
大
字
沢
谷
60番

地
TEL：

0747-63-0321
FAX：

0747-63-0329
企
画
・
編
集
／
総
務
課
広
報
係（
内
線
123）

U
R
L：
http://w

w
w
.vill.tenkaw

a.nara.jp/  E-m
ail：
tenkaw

a@
vill.tenkaw

a.lg.jp

広
報
 

平
成

23年
６
月

30日
発
行
　
通
巻
413号

村のうごき

人
口

1,737人
（
－
６
）

2011年
５
月
31日
現
在
（
）
内
は
前
月
と
の
比
較

女911人
（
±
３
）

男826人
（
－
３
）

世
帯
数

746戸
（
＋
０
）

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100
大豆油インキを使用しています 

６月８日（水曜日）天川幼稚園において、黒滝幼稚園と合同で「交通安全教室」を開催しました。

県警本部交通安全教育サポートチーム・中吉野警察署のご協力をいただき、歩行訓練・人形劇を使った交通

ルールの話等々、子ども達にわかりやすくご指導していただきました。

お蔭様で子ども達は具体的な活動を通して、楽しみながら安全に対する興味・関心を深めたり、日ごろの安

全に感謝する心を育てる交通安全教室となりました。

これからも、園生活の中で注意力、平衡感覚、敏しょう性、柔軟性を養う遊びを取り入れ、集団の中で安全

な生活に必要な習慣や態度を培っていきたいと思います。

黒滝幼稚園の

友達と一緒に


